
会 場 ： 沖縄 残波岬ロイヤルホテル

対 象 ： 臨床研修医（後期も含む）

定 員 ： 120名

参加費用 ： 63,000円（消費税込）
*宿泊料金･交通費等は含まれておりません。

主 催 :  臨床研修プログラム研究会
スナッジ・ラボ株式会社

ＥＲ アップデート in沖縄 2009
日程:2009年7月4日(土)～6日(月)

詳細は、スナッジ・ラボのホームページ詳細は、スナッジ・ラボのホームページ
（（http://www.snudgehttp://www.snudge--lab.com/lab.com/）をご覧下さい。）をご覧下さい。

お申込み・お申込み・

お問合せ先お問合せ先

スナッジ・ラボ株式会社
〒102-0093 東京都千代田区平河町1-6-15 USビル8F

http://www.snudge-lab.com/
E-mail: event06@snudge-lab.com
TEL: 03-3556-5160    FAX: 03-3556-5161



７月４日(土)
15:00 -15:50 セミナー受付
16:00 -16:15 Welcome Speech
16:15 -16:50 Grieving in ER 「愛」が家族を救う 林 寛之
16:50 -17:00 休憩
17:00 -19:25 ワークショップ①（スキル）

1. 回して見せようホトトギス Vertigo 体験工作実習 林 寛之
2. 赤ちゃんもお年寄りもホネがある！ 箕輪良行
3. 訊き方一つで全てが変わる、病歴聴取の微妙なコツ 岩田健太郎

19:30 -21:30 懇親会

７月５日(日)
7:15 - 朝食(会場にご用意致します）
7:30 - 8:00 基礎だけ固める診断学 井村 洋
8:00 - 8:30 救急医は働き方にコダワリがある 箕輪良行
8:30 - 9:00 ＥＲとＨＩＶ感染症 青木 眞
9:00 - 9:30 患者満足度アップでみんなハッピー！ 前田 泉
9:30 -10:00 研修病院自慢

10:00 -16:30 フリータイム

16:30 -19:10 ワークショップ②（スキル）
4.訴えられても負けないカルテ作り～外傷編～ 林 峰栄
5.また(?)女性に騙されないために・・・婦人科救急 寺沢秀一
6.漢方、救外、3カ月 井村 洋

７月６日(月)

7:30 - 朝食(会場にご用意致します）
7:45 - 8:15 ここで岩田は間違えた。他人の失敗から学ぶ感染症のピットフォール

岩田健太郎
8:15 - 8:45 骨盤骨折ショック、先に呼びたいのは誰？ 今 明秀
8:45 - 9:25 仲間を増やすレクチャー術 寺沢秀一
9:30 - 9:40 Visual Diagnosis in ER, Part 3 (回答・解説)  *小淵岳恒
9:40 ‒10:00 質疑応答 & 修了証授与
10:00 解散

■プログラム

（注）プログラムは変更させていただく場合がございます。

☆ ☆ ☆ 「研修病院自慢」発表者募集 ☆ ☆ ☆

皆様の研修病院自慢を発表して下さる方を募集いたします。発表時間は一施設5分（パワー
ポイントスライド5枚程度）の予定です。発表を希望される方はセミナー申込用紙の申込欄に
ご記入下さい。発表を希望される方にはセミナー事務局より改めてご連絡を差し上げます。

（敬称略）

「明日から使える！」を合言葉に、魅力あふれる講師陣による熱くて篤い講義＆手技の数々が繰り
広げられ、過去7回の開催では受講者の先生方から非常にご好評をいただいております「ＥＲアップ
デート」。今年、2009年の夏も南国沖縄を舞台に数々の講義や手技の実践を通して「日常の研修で
は学ぶことのできない」知識と技術がぎっしりつまった３日間を予定しております。何よりも全国から
集結した同じ志を持つ研修医の先生方と一緒に語り合い、共に磨き合って、勉強と遊びに充実した
時間を過してみませんか？是非、ご参加下さい!!

*なお、毎回応募者多数のためキャンセル待ちや、残念ながらご参加いただけない場合もございます。ご了承下さい。

*福井大学医学部附属病院 救急部



■講師紹介

* 2009年2月開催のセミナーにご参加いただいた研修医のアンケートより抜粋

セミナー受講者の感想*

☺ 参加してよかったです。今後も継続して参加したいです。（卒後1年目）
☺ 病院に帰って得たことを伝えていきたいです。ありがとうございました。（卒後2年目）
☺ 前回の夏のセミナー同様に非常に充実した内容でした。今年から後期救急研修をスタートさせていますが、今回のセミ

ナーは新たな知識の取得だけでなくモチベーションアップにもつながりました。また宜しくお願いします。（卒後4年目）
☺ 楽しく勉強させていただきました。もっとはやくに受講していたら、また違った研修・勉強・教育をしていたかもしれません。

今後、がんばって教育も教えたいと思います。（卒後5年目）

寺沢 秀一 先生
福井大学医学部附属病院 救急部・総合診療部教授
¾昭和51年金沢大学医学部卒業。同年沖縄県立中部病院研修医。昭和55年同病院救急外来専従医師。昭和
56年北米（トロント総合病院、デンバー総合病院）で救急医学研修。昭和58年福井県立病院救急外来専従医。
平成11年福井医科大学救急部助教授。平成12年福井医科大学救急医学講座教授。平成14年福井医科大学
総合診療部教授。（救急部長、総合診療部長併任）。平成15年福井大学医学部付属病院副院長。

箕輪 良行 先生
聖マリアンナ医科大学 救急医学教室教授・救命救急センター長・臨床研修センター長
¾ついに妻と足し算して100を越えて、4人の子供達とも大人のつき合いができるような歳となりました。今まで以
上に、好きなことで得意なことだけをやっていたいなぁと願っています。聖マリアンナ医科大学救急医学のもとに、
2005年9月から救命センターと夜間急患センターをまとめて、聖マリERとして運用しています。

青木 眞 先生
感染症コンサルタント サクラ精機（株）学術顧問
¾弘前大学医学部卒業。沖縄県立中部病院・ケンタッキー大学での研修後米国一般内科専門医・感染症専門
医取得。その間の87-90年には沖縄県宮古島・宮古南静園内科に勤務。帰国後は聖路加国際病院・国立国際
医療センター等に勤務し、2000年4月より現職。都立駒込病院感染症科・新宿東口クリニックで外来診療。「感染
症診療の原則」(別名：Ｂ級グルメブログ http://blog.goo.ne.jp/idconsult ）を夜中に更新中。

井村 洋 先生
麻生飯塚病院 総合診療科部長
¾藤田保健衛生大学で研修、その後も大学の人事で市中病院勤務し、開業医を継ぐつもりで、我流でエセ総合
内科医を続けていたのに、運命に流されるように現職にいたっております。仕事選びは、Destinyです。 現在の
主たる活動は、重装備救急総合病院の総合内科外来診療と、週に一回の雇われ開業診療外来です。病院と診
療所の場所の変化に対応して、自分自身の判断や態度も変化することを楽しんでいます。救急外来でも一般外
来でも必要な何かを、お伝えできるように健闘します。

今 明秀 先生
八戸市立市民病院 救命救急センター所長・臨床研修センター所長
¾昭和58年自治医科大学卒業。僻地医療を5年、外科医師を8年行なった。平成10年日本医大救急医学教室へ
入局、川口市立医療センター救命救急センターへ赴任する。外傷外科医と救急医の修練が始まった。平成16年
より青森県で救急発展途上地域の開発に挑む。三次救急集中治療とERを両立できる救急医を養成したい。

林 寛之 先生
福井県立病院 救命救急センター科長
¾24時間年中無休の自称、時間外診療所のスーパーERで勤務。現在、日勤が極端に少なく、夜の蝶（みんなは
「蛾」と呼ぶ）と化している。カナダ医師免許を持ってるのが自慢。趣味は子育て、でも妻には趣味で無く真剣に
しろと言われ・・・。レジデントノートとERマガジンの連載に目をこすりつつ、夜な夜な頑張っている。あぁ、沖縄の
空の下、北米式セミナーでは大いに盛り上がろう！恋と借金以外の相談なら何でもどうぞ！

林 峰栄 先生
沖縄県立南部医療センター・こども医療センター ER型救急医・Violin弾き
¾初期研修を受けた沖縄県立中部病院でERに目覚める。その後、本土での麻酔科、外科勤務を経て、２００５年
から再び沖縄へ。沖縄でER医として働くという長年の夢が現実になってしまった時には少し不安を感じたが、実
際に過ごしてみると、やっぱりいいところなんだなぁ、この島は。そう、沖縄では、救急といえばERなのだ！On-
offのはっきりしている勤務体制を生かして、バイオリン弾きとしても活躍中。地元のFM沖縄に出演したり、Kiroro
やディアマンテスのライブやレコーディングに参加したりしている。現在、沖縄交響楽団コンサートマスター。

岩田 健太郎 先生
神戸大学医学部附属病院 感染症内科教授
¾沖縄での思い出、、、病棟の窓から見える海がとてもきれいだったこと。その海についぞ入ることがなかったこ
と。夜中のERで寝ぼけ眼で抗酸菌染色をしていてアルコールランプから小火をだしてしまったこと。同じく当直開
けに友人の車で居眠り事故を起こしたこと。同じく当直あけで当時やっていた「タイタニック」を観ていて船が沈む
前に自分が沈没したこと。というわけで今回は、失敗のエピソードという枯れる事なき泉をもつ岩田が、自らの失
敗から学ぶピットフォールという自爆ネタです。笑ってごまかせ自分の失敗、しつこく追求他人の失敗。

前田 泉
スナッジ・ラボ株式会社 代表取締役社長
¾東北大卒。英国国立レスター大ＭＢＡ修了。毎年、臨床研修の”聖地”沖縄でセミナーを開催できますこと大変
うれしく思っております。患者さんの評価である患者満足度に普段あまり見たことのない切り口（リスクマネジメン
ト、マーケティング、プロフェッショナルリズム）から迫ってみたいと思います。



セミナー申込要項セミナー申込要項

z お申し込み方法： 添付のお申込書にご記入の上、スナッジ･ラボ株式会社までE-mail 又はFAXでお送りください。
こちらからお申込み確認のE-mail 又はFAX をお送りいたします。

z 費用のお支払い：弊社よりセミナー申込確認のE-mail 又はFAX到着後 、1週間以内にセミナー費用63,000円
（税込）を下記口座にお振込下さい。費用をお振込みいただいた時点でセミナーの登録が完了致します。

振込先：みずほ銀行麹町支店 口座番号：普通１０６１７９０ 口座名：スナッジ・ラボ株式会社

z 参加費用に含まれないもの：航空運賃、空港からホテルまでの交通費、朝食、昼食、2日目の夕食、その他個人
行動に要する費用

z 最少催行人員： 80名（もし参加人数が80名未満の場合はこのセミナーは中止し、費用は全額返還させていただ
きます）

z 取消料：お客様のご都合でお申し込みを取り消される場合は、セミナー開催1ヶ月前（６月３日）以降、全額
(63,000円)を取消料として申し受けます。

z 宿泊および航空券手配： (株)JTB首都圏八王子支店で承ります。詳細につきましては下記をご覧下さい。

宿泊手配要項宿泊手配要項

� 日程・費用等

日 程： 2009年7月4日（土）～6日（月）

会 場： 沖縄残波岬ロイヤルホテル
〒904-0394  沖縄県中頭郡読谷村字宇座1575
TEL:098-958-5000 FAX：098-958-3970 

定 員： 120名様

宿泊代： お一人様＠ ¥24,600
(２名様１室ご利用時・２泊朝食付/税サービス料込)
一人部屋ご利用の場合、お一人様@¥41,800（２泊朝食付)
三人部屋ご利用の場合、お一人様@¥20,200（２泊朝食付）
四人部屋ご利用の場合、お一人様@¥18,200（２泊朝食付）

締切日： 2009年5月18日（月）
（尚、定員になり次第締切となりますのでお早目のお申込をお勧めいたします。）
＊ご家族・ご友人等セミナー出席者以外の同伴者も歓迎いたします。

� お申込要項

z お申込方法：添付の「宿泊お申込書」に必要事項をご記入の上、下記・ＪＴＢ首都圏八王子支店までFAXで
お送りいただくか、Eメールにて送信願います。

z ＪＴＢ首都圏八王子支店にてお申込確認後、宿泊手配（台帳登録）させていただき、手配完了後、参加者
各位（代表者）にFAXまたはEメールにてご連絡および代金お振込のお願いを申し上げます。

振込先： 三菱東京ＵＦＪ銀行 千代田支店

口座番号：普通預金 5438185

口座名： 株式会社ＪＴＢ首都圏

z 部屋割り：ご友人と一緒に申し込まれる場合は、お申し込みの際、部屋希望欄にご友人のお名前をご記入
いただくと同室にて手配させていただきます。

z 宿泊取消料：

z 航空便の手配：航空便予約は2ヶ月前頃から可能
です。この時期は繁忙期であり予約できなくなる可
能性がありますので、ご自身で手配される際はお
早目の手配をお勧めいたします。
z 前泊・延泊を希望される方は添付の申込用紙にて

お申出願います。

宿泊取消日 取消料

5月19日17:30～6月02日17:30迄 宿泊料の20%

6月02日17:30～6月23日17:30迄 宿泊料の30%

6月23日17:30～7月01日17:30迄 宿泊料の50%

7月01日17:30～7月03日17:30迄 宿泊料の80%

当日 宿泊料の100%

【お申込･お問い合わせ先】(株)ＪＴＢ首都圏八王子支店＜国土交通大臣登録旅行業1759号＞＜(社)日本旅行業協会正会員＞

TEL:042-644-5651 FAX: 042-642-4720  〒192-0083 東京都八王子市旭町13-10 三井住友海上八王子ビル内

担当：遠 藤 / 稲 木 email:erupdate@jtb.jp 営業時間：09:30～17:30(土・日曜・祭日休み)



FAX: 03-3556-5161
E-mail: event06@snudge-lab.com

スナッジ・ラボ株式会社　行

フリガナ 性別 年齢

氏 　 名 男 ・ 女 才

フリガナ

（〒　　　－                    ） 携帯電話

自宅電話

FAX番号

ご連絡はなるべくE-maiｌでさせていただきますので、お持ちの方ははっきりとご記入ください。

施 設 名

所属科名

出身大学 卒業校 卒業年

　うちの研修病院
　自慢コーナー

発表する 発表しない

　講師と一緒にランチ
　7/5(日)11:30～

参加する 参加しない

「ER アップデート」
参加状況

初めて 2回目以降（　　　　　　　回目）

よろしければ、以下の質問にお答えください。

　■今回のセミナーに期待すること

　■ご自分の課題について

その他ご希望・
連絡事項

【問い合わせ先】  スナッジ･ラボ株式会社 〒102-0093　東京都千代田区平河町1-6-15 USビル8F
 TEL: 03-3556-5160   FAX: 03-3556-5161   E-mail: event06@snudge-lab.com

電話及びFAX番号

本セミナーに参加ご希望の方は下記申込書にご記入の上、E-mail又はFAXでお送り下さい。こちらから
お申込み確認のE-mail 又はFAX をお送りいたします。

E-mail

生年月日

        -           -    

@

        -           -    

以下にご記入頂く個人情報は、スナッジ・ラボ株式会社が厳重に管理し、本セミナーの連絡ならびに、
各種セミナーやサービスのご案内の範囲内で利用させていただきます。

2009年　　　月　　　日

        -           -    

送付物送付先

（〒　　　－                    ）

「ＥＲ アップデート in 沖縄 2009」 参加申込書

※参加される場合は、別途2,000円
　JTBより請求させていただきます。

住　  所

西暦         年      月      日

お申し込み先



 

 
セミナーご出席者お 1人様 1枚ずつご記入ください。 

「ＥＲアップデート in 沖縄 ２００９」  宿泊/交通お申込書 
※5月 18 日（月）までにお申込ください。 （尚、定員になり次第締切りとさせていただきます） 

【お申込先】(株)ＪＴＢ首都圏 八王子支店 FAX：０４２－６４２－４７２０ E-mail：erupdate@jtb.jp 

フリガナ  性別 生年月日 年齢 

氏    名 
 

男・女 昭和  年  月  日  

フリガナ  

資料送付先住所 

〒 携帯電話 （   ）     -     

自宅電話 （   ）     - 

F A X （   ）     - 

ご
勤
務
先 

フリガナ  

お役職 

 

病院名 
 

所在地 
〒 

        ＴＥＬ：（      ）     －      /FAX: （      ）     －  

Ｅ-mail アドレス ＠

 

旅行中連絡先 

（家族・親族） 

住所 
〒 

ＴＥＬ：（      ）     －            

氏名 
 

 
続柄 

 

部屋希望 

□二人部屋（おひとり¥24,600（２泊分）（同室希望者名①          ） 

□一人部屋（おひとり¥41,800（２泊分） 

□三人部屋（おひとり¥20,200（２泊分）（同室希望者名①         ②           ） 

□四人部屋（おひとり¥18,200（２泊分） 

（同室希望者名①          ②          ③          ） 

喫煙の有無 □喫煙する      □喫煙しない 

前泊希望 □あり       日       □なし 延泊希望 □あり       日       □なし 

ご同伴者 

セミナー参加者以外の 

ご家族・ご友人 

□あり 

フリガナ 

氏名 
年齢  

フリガナ 
氏名 

年齢  

航空券手配希望 □あり （変更可能な普通航空券にてお手配いたします⇒早割り、特定便割引等ご希望の場合は明記願います） 

往路月日 
 便名 発着地 空港（   ：   ）⇒（   ：   ）       空港 

 便名 発着地 空港（   ：   ）⇒（   ：   ）       空港 

復路月日 
 便名 発着地 空港（   ：   ）⇒（   ：   ）       空港 

 便名 発着地 空港（   ：   ）⇒（   ：   ）       空港 

◆その他ご依頼・ご連絡事項（客室、航空便について、他ホテルの手配についてなど） 

JTB 記入欄 

《個人情報のお取扱いに関するご案内》 
パンフレット及び旅行条件書（運送サービス又は宿泊サービスの手配のみを除く）に記載の旅行条件及び旅行手配の為に必要
な範囲内での運送・宿泊機関等への個人情報の提供について同意の上、以上の旅行を申し込みます。 
 
 

※ご連絡はなるべく E-mailでさせていただきますので、お持ちの方ははっきりご記入ください。 


